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Pyrantelpamoateは,最近米国ファイザー社のＡｕs‐

tineraZ.(1966）によって合成された駆虫剤で，Figure

lのごとき構造式を有するピリミジン誘導体である．

供試薬品と試験方法

１）供試薬品

ピランテル製剤：台糖ファイザー社製のpyrantel

pamoate（商品名Combantrin⑰）の錠剤と液剤．錠剤

はその１錠中にpyrantelpamoateとして50ｍｇ(註)を，

また液剤はその１ｍ’中に50ｍｇを含有する．

ピペラジン製剤：田辺製薬株式会社製のベキシン錠剤

および液剤を用いた．錠剤は，１錠中にpiperazine

phosphate208mg(piperazinehydrate200mg相当量）

を，また液剤は１ｍ'中にpiperazinemalatell4mg(同
100ｍｇ相当量を含有する．

サントニン・カイニン酸合剤：日本新薬株式会社製

のダイアスＰを用いた．本剤はその12錠中にサントニン

100ｍｇ，カイニン酸10ｍｇを含むように作製されたもの

である．

２）被検者

滋賀県坂田郡山東町の住民5560名中，セロファン厚層

塗抹法１枚による糞便検査により回虫卵が検出された６

歳から79歳までの各年齢層にわたる男女合計490名（陽

性率8.8％）を試験対象とした．

３）駆虫試験

駆虫試験は２回に分けておこなった．

第１回駆虫試験は，コンバントリン，ベキシンおよび

ダイアスＰの効果比較とし，回虫卵保有者171名につき，

これを任意にほぼ３等分し，それぞれの薬剤を各１回

Trans-1-methyl-2〔2-(d-thienyl)vinyl〕-1.4.56tetrahvdro‐し

pyrimidinepamoate

にlL［
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FigureLStructuralformulaofpyrantelpamoate・

本剤は黄色，無味の結晶をなし，水には不溶で，毒性

はきわめて低いという．Pyrantel剤は，はじめ酒石酸

塩の形として合成され試験に供されたが，その後毒性を

さらに一層減じたものとしてPyrantelpamoate剤が作

製された．Pyrantelpamoate剤は，ファイザー社にお

ける研究資料(Austin”α/､1966,Cornell,1966,その

他未発表データ）によれば,動物寄生性の各種線虫のほ

か人体寄生性の線虫，とりわけ回虫，嶢虫，鉤虫等にも

有効であるという．しかし本剤の回虫に対する駆虫効果

については，多数の感染者に対して集団駆虫の形式で，

これを検討した研究報告は未だない．

今回，著者らは台糖ファイザー社よりPyrantelpa‐

moate剤の供与をうけ，その回虫駆除効果をピペラジ

ン製剤およびサントニン・カイニン酸製剤の効果と多

数症例につき比較検討する機会をえたのでその結果に
ついて報告する． (註） 別に１錠中125ｍｇ含有のものも作製されてい

るが今回の試験には50ｍｇ含有のもののみを用
いた．
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投与した．ン厚層塗抹１枚（便量約100ｍｇ）と薄層塗抹３枚（便量

コンバントリンの投与量は，pyrantelpamoateとし計約10ｍｇ）による検査の結果，回虫卵陰性の者をもっ

て10ｍｇ/k９，ベキシンについてはpiperazinehydrate て陰転者とみなし，服用者数に対する陰転者数の百分比

として80ｍｇ/k９，ダイアスＰについては，中学生以上成 をもって陰転率とした．

人に対して12錠，小学高学年生に10錠，同低学年生には５）副作用の調査

７錠の割とした．なお上記ピペラジン剤およびサントニ 副作用の調査は寄生虫検査指針（1965）の副作用調査

ン・カイニン酸合剤の投与量は，厚生省回虫集団駆除実基準にしたがっておこなった．

施要領（1961）に定められた標準投与量にしたがった．
成績

第２回駆虫試験では，コンバントリンの投与量を

pyrantelpamoateとして10ｍｇ/kｇおよび５ｍｇ/kｇとし１．３種薬剤の駆虫効果比較試験

た場合のそれぞれの効果を比較するものとし，回虫卵陽コンバントリンによる陰転率は，Ｔａｂｌｅｌに示される

割性者204名をほぼ等分し,上記の量を各１回に投与した．ように，錠剤投与時84.2％(16/19)，同液剤投与時90.9
４）駆虫効果の判定 ％(40/44）で，剤型別の効果に有意差はみとめられず，

駆虫効果の判定は虫卵陰転率(以下陰転率)によった． 平均88.9％（56/63）の陰転率であった．

薬剤投与後３～４週の問に採取した便につき，セロファ ベキシン投与時の陰転率は，錠剤では70.6％(12/17)，

(９１）
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液剤投与では50.0％（17/34）で両者の問に有意差はな

く，平均56.9％（29/51）の陰転率であった．ダイアスＰ

による陰転率は37.3％(19/51)であった．

以上のように，駆虫効果はコンバントリンにおいて最

も大きく，次いでベキシン，ダイアスＰの順で，コンバ

ントリンとベキシンの陰転率間の差は0.1％以下の危険

率で有意（X2＝15.2)，また，ベキシンとダイアスＰの

陰転率の差は５％以下の危険率で有意（X2＝3.94）であ

った．

副作用の発現率は，コンバントリンの錠剤投与では

10.596,同液剤では14.9％で，両者間にはとくに差をみ

とめず，平均発現率は13.6％(9/66)であった．ベキシン

投与群では，錠剤による副作用発現率10.0％，液剤では

15.4％，平均14.3％(7/49)で，コンバントリンのそれと

ほぼ同等であった．一方，ダイアスＰでは，服用者の

52.9％(27/51)に副作用の発現をみた．

コンバントリンおよびベキシン投与時にみられた副作

用症状の主なものは，頭痛，悪心，腹痛であった．ダイ

アスＰによる副作用の主なものは黄視で，服用者51名中

21名（41％）にその発現がみられた．なお頭痛，腹痛が

51名中各５名にその発現がみられた．しかし以上の副作

用発現の程度は，いずれも軽度で，臥床にいたる程度の

者はなかった．

２．コンバントリンの投与量別効果比較試験

Ｔａｂｌｅ２にみられるように，pyrantelpamoateとし

て10ｍｇ/kg，１回投与時の陰転率は，錠剤では98.496

(62/63)，液剤では97.7％(42/43)で，平均98.1％(104／

106)であった．また５ｍｇ/ｋｇｌ回投与時の陰転率は，

錠剤では98.0％(50/51)，液剤では97.1％(33/34)で，平

均97.6％(83/85)で，上記10ｍｇ/kｇ投与時の駆虫効果と

の間に差はみとめられなかった．

一方，副作用についても，１０ｍｇ/kｇ投与群における

発現率は6.3％（7/112)，同５ｍｇ/kｇ投与群では5.496

(5/92)と，投与量による発現率の間に差はとくにみとめ

られず，また剤型別による副作用についても，陰転率と

同様，両剤型間に差はみとめられなかった．

一刑 議

Pyrantelpamoate剤の回虫駆虫効果は，先述のごと

く，その５～10ｍｇ/k９，１回投与により８９～98％に達す

る高い陰転率として示されたが，これとほぼ同等の効果

が臨床試験（Ｃａｍpos，台糖ファイザー社のパンフレッ

ト）でもしめされている．

今回の駆虫試験において，比較のため同時に用いたピ

ペラジン剤およびサントニン・カイニン酸合剤の陰転率

は，それぞれ56.9％および37.3％と，ピランテル剤より

もはるかに低く，とりわけサントニン・カイニン酸合剤

の効果が予想されたそれよりもかなり低く示されたのは

(９２）
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98.0％，液剤で97.196であった．

本剤は剤型別，また投与量別（10ｍｇ/kｇと５ｍｇ/kg）

に駆虫効果上とくに差はみとめられない．副作用は服用

者の５～10％程度にみられたが，症状はすべて軽微かつ

一過'性であった．

本剤と比較のため同時に用いたピペラジン剤（ベキシ

ン）の陰転率は，ピペラジン・ハイドレート換算８０

ｍｇ/k９．１回投与により56.9％，またサントニン・カイ

ニン酸合剤（ダイアスＰ）のそれは，これを成人に対

して12錠(サントニン100ｍｇ，カイニン酸10ｍｇ）の割合

で１回投与により37.3％と，いずれもピランテル剤の効

果よりも低かった．
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結

五
口

｜｜一一ロ

Pyrantelpamoate（Combantrin）の錠剤と液剤によ

る回虫集団駆虫試験を実施し，以下の結果をえた．

両剤型ともpyrantelpamoateとして10ｍｇ/k９１回

投与とした場合の虫卵陰転率は，錠剤では８４２％～

98.4％（平均95.1％)，液剤では90.9％～97.796（94.3

96）であり，５ｍｇ/k９．１回投与時の陰転率は，錠剤で

(９３）
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I Abstract j

ANTHELMINTIC EFFECT OF PYRANTEL PAMOATE (COMBANTRIN)

AGAINST ASCARIASIS

Akio KOBAYASHI

(Departtnent of Parasitology, Jikei University School of Medicine, Tokyo)

Mitsuyoshi KUMADA, Haruhiko KUTSUMI, Yoichi ITO,

Kazuko IMAI, Tatsushi ISHIZAKI

{Department of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo)

Katsuya KATO and Keiji KATO

(Nagoya Public Health Loboratory, Nagoya)

Pyrantel pamoate, a new anthelmintic, was compared with piperazine and santonin-kainic

acid mixture in regard to the anthelmintic effect on ascariasis. The patients were given a single

dose of pyrantel pamoate at a dosage level of 10 mg/kg, piperazine (Bexin) at 80 mg/kg as

piperazine hydrate or santonin-kainic acid mixture (Daias P) at santonin 100 mg plus kainic

acid 10 mg as an adult dose. Three weeks after the treatment, fecal examinations by one thick-

and three thin smears on a stool were made for ascaris egg, and those who turned egg-negative

were regarded as the cured.

A cure rate of 88.9% (56/63) was obtained by pyrantel, 56.9% (29/51) by piperazine and

37.3% (19/51) by santonin-kainic acid mixture. Side effects observed in 14% of those treated

with pyrantel or piperazine were mild and transient, and the symptoms encountered were hea

dache, nausea and abdominal pain. The santonin-kainic acid mixture revealed side reactions in

53% of the patients treated and principal symptom was xanthopsia.

In the second test, effects of pyrantel in two different dosage regimens, 10 mg/kg and 5

mg/kg, were compared. A cure rate of 98.1% (104/106) was obtained by the administration of

the drug at a single dose of 10 mg/kg, while 97.6% (83/85) by 5 mg/kg. No difference in the

anthelmintic effect were observed between both dosage levels.

From these results, it may be concluded that pyrantel pamoate is highly effective against

ascariasis with cure rates 89-98% when given orally to the patients as a single dose of 5-10

mg/kg and that its side effects, if any, are mild and transient.
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